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早期ヘッドライト点灯で予防安全を 
～早期ヘッドライト点灯推進特設サイト「ＪＡＦ Ｓａｆｅｔｙ Ｌｉｇｈｔ」公開～ 

 
ＪＡＦ（一般社団法人日本自動車連盟 会長 小栗七生）は１１月１０日、薄暮・夜間時の交通

事故防止を目的に、ドライバーへ早めのヘッドライト点灯を呼び掛ける特設サイト「ＪＡＦ Ｓａ

ｆｅｔｙ Ｌｉｇｈｔ」を公開しました。 

 

薄暮時はものが見えにくくなり、見落としを原因とする交通事故が多発する時間帯となっており、

ヘッドライトを点灯して自分の存在を知らせることが事故防止に有効となります。しかし、本年８

月にＪＡＦが実施した「ヘッドライトに関するアンケート調査結果」では、早めのライト点灯が「ス

モールライト点灯」に留まるドライバーも多く、またその判断基準はそれぞれが感じる「周囲の暗

さ」であることから「点灯タイミングが明確でないことに困る」とするドライバーが多いことが判

っています。 

 

ＪＡＦではこのような実態を踏まえて、早期ヘッドライト点灯の必要性を中心とした灯火類全般

に関する知識や使い方等に関する情報提供を行う特設サイトを公開しました。 

本サイトでは、都道府県毎の日の入り時間と連動した点灯推奨時間や過去にＪＡＦ会員向け機関

誌「ＪＡＦＭａｔｅ」で実施した灯火類に関するユーザーテスト結果等も取り上げています。 

 

今後は「ヘッドライト点灯状況全国調査」をはじめとし、灯火類全般に関する情報提供を行いコ

ンテンツの充実を図るとともに、全国で実施している交通安全講習会等で広く啓発を行い、薄暮・

夜間時の交通事故防止を目指して参ります。 

 

◇ＪＡＦ Ｓａｆｅｔｙ Ｌｉｇｈｔ ヘッドライトの使い方交通安全情報サイト 

  http://www.jaf.or.jp/eco-safety/safety_light/index.html 

◇ヘッドライトに関するユーザーアンケート調査 

  http://www.jaf.or.jp/eco-safety/safety/environment/enq/2014_08.htm 

 

【背景】 

平成２５年の月別交通事故死者数は１０月から１２月にかけて増加傾向を示し（平成２５年の交通事

故死者数のうち同年１０月から１２月にかけての交通事故死者数が占める割合は２９.７％）、中でも１

２月は最も多い数となっています（平成２５年の交通事故死者数のうち同年１２月の交通事故死者数が

占める割合は１１.２％）。また、時間帯別死亡事故の発生状況では１６時～１９時台までが他の時間帯

と比べて突出しているのも特徴とされています（時間帯別死亡事故件数のうち、１６時～１９時台の死

亡事故件数が占める割合は２４.１％）。※出典：警察庁 

これは、季節により薄暮時間帯が変動し、クルマの利用時間と歩行者や自転車利用者の時間帯が重な

ることが原因の一つとされ、その対策として車の被視認性の向上が有効とされています。 

 

 

 

 

 

                 

このリリースへの問い合わせは 

以下までお願いします。 

一般社団法人日本自動車連盟 広報部 

Tel： 03(3578)4920 

Fax： 03(3578)4912 

E-Mail:koho@jaf.or.jp 

URL: http://www.jaf.or.jp/ 

〒105-0012 東京都港区芝大門1-1-30 

日本自動車会館 

 

 

 

 

 

 

各都道府県の点灯タイミ

ングがわかるガジェット 
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